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新型インフルエンザ出現に備えたカセットセオリー
に基づくペプチドワクチンの作製
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細胞 (DC) を活性化し、 DC上の MHC分子および副刺激を与える B7分子を
増強し、効率的に CTLを活性化する。その結果、リポソームに封入した TAA
ペプチドと抗 CD40抗体投与により、 TAAペプチド特異的 CTLを活性化する
ことに成功した。また、先にリポソームに封入した TAAペプチドと抗 CD40
抗体を投与し、腫蕩を移植すると完全に拒絶された。このことにより、容易に
ペプチド特異的 CTLを誘導できることが判明したので、マウス MHCクラス I
分子 (Db) と結合することが判明しているインフルエンザウイルス由来のヌク
レオプロテイン (NP)366・374を封入した多層性リポソーム (phosphatidylcholine: 
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